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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 省エネルギー推進事業

770

1,274

②デマンド制御導入事業

事 業 費

クールシティ・堺の実現に向け、環境モデル都市として自ら率先して
省エネルギー等に取組み、自らの活動による温室効果ガス排出量を大
幅に削減した「低炭素市役所」をめざす。また、エネルギー使用量の
削減に伴い、電気代等光熱水費の削減にも寄与する。

デマンド制御によるコストメリットがある場合等
は、契約を継続し、デマンド制御のノウハウを確
立、他の施設への拡大を図る。

【今後（27年度～）】

その他　特記事項

今年度実施しているBEMSモデル事業は効果の検
証をおこない、平成27年度以降導入拡大を図る。
ESCO事業、照明のLED化について、省エネ診断等
により施設単位での検討を進める。

合計 2,6802,758

527 527 本庁高層館ｴﾚﾍﾞｰﾀﾎｰﾙLEDﾘｰｽ

914 940 保守業務委託等

その他 43 196 旅費・研修費・負担金

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額項目

エネルギーの見える化等による省エネ・省CO2対策として、ビル等の節電に効果
的なデマンド制御機器を導入し、省エネルギーの推進とピークカットによる契約
電力料金の削減を図る。

25年度予算

主な要求内容 （単位：千円）

①BEMS導入モデル事業

2,6802,758

委託料等

247 省エネサービス委託

内容・積算等

省エネ・節電対策として美原区役所にお
いてBEMSを導入。熱源の自動制御プロ
グラム等による運用による省エネ・節電効
果の計測を11月から開始。

東区、西区役所中央監視盤の更新時に、BEMS
機能の一部（デマンド監視制御機能）を追加し、
また、老朽化等BEMS導入が困難な施設におい
てもデマンド制御機器を導入する。

【経過（～25年度）】 【26年度】

①BEMS導入モデル事業
　平成25年度に導入したBEMS(Building and Energy Management
System）による継続的な省エネ・節電対策を行うため、民間事業者に
よる省エネルギー支援サービスを受けながらBEMSをより有効活用した
施設の省エネルギー化を図る。
②デマンド制御導入事業
　省エネ法の改正により需要家側における系統電力ピークの削減措置
が省エネ法に規定されたことから、既存施設にデマンド制御を導入す
る事業を１０箇所で実施する。
③温室効果ガス排出量等管理システムの保守業務委託
　全庁的な省エネ・省CO2の推進を図るため平成22年度に導入した本
システムの定期保守、障害対応、問合せ対応等の保守の委託
上記３つの取組みにより、平成26年度以降の省エネ・省CO2対策を着
実に推進する。

事業目的

事業内容

整理番号 １０ - 005

③温室効果ガス排出量等管理システム

事業期間 　H　～　H　　

平成24年度決算額
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(単位　千円)


